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伊方発電所第２号機 アスファルト固化装置軸封油循環ポンプの不具合他 

２件に係る報告書の提出について 

 

 

 平成 16 年８月に発生しました伊方発電所第２号機 アスファルト固化装置軸

封油循環ポンプの不具合他１件、また、平成 16 年７月 29 日に発生しました伊

方発電所第１号機 制御棒挿入限界表示用記録計の指示不良につきまして、その

後の調査結果がまとまりましたので、安全協定第 11 条第２項に基づき、別添の

とおり報告いたします。 

 

今後とも伊方発電所の安全・安定運転に取り組んでまいりますので、ご指導

賜りますようお願い申しあげます。 

 

以 上 
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１．件 名 

伊方発電所第２号機  

アスファルト固化装置軸封油循環ポンプの不具合について 

 

２．事象発生の日時 

平成１６年８月１６日 １０時４０分頃（確認） 

 

３．事象発生の設備        

アスファルト固化装置軸封油循環ポンプＢ 

 

４．事象発生時の運転状況 

通常運転中（発電機出力５６３ＭＷ） 

 

５．事象の概要 

伊方発電所第２号機（定格電気出力５６６ＭＷ）は、通常運転中のところ、運

転中のアスファルト固化装置軸封油循環ポンプＡの軸封部に油のにじみが認め

られたため、予備機の軸封油循環ポンプＢ（以下当該ポンプという）に切り替え

たところ、８月１６日９時５６分頃、アスファルト固化装置制御盤に当該ポンプ

の異常を示す警報が発信し、当該ポンプが自動停止した。 

このため、当該ポンプを隔離後、１０時４０分頃、当該ポンプのハンドターニ

ングを実施した結果、ポンプ軸の回転が重くなっていることを確認した。 

その後、当該ポンプの分解点検を実施した結果、ポンプ本体には異常は認めら

れなかったものの、ケーシング内部に粘着質の不純物が認められたことから、当

該部の清掃手入れ、ポンプの組み立て、軸封油系統の点検清掃、軸封油の交換お

よび当該ポンプの試運転を行い、８月２０日１１時５３分頃、正常状態に復帰し

た。 

なお、アスファルト固化装置は停止しており、本事象によるプラントの運転へ

の影響および周辺環境への放射能の影響は無かった。 

（添付資料－１） 

 

６．事象の時系列 
［８月１６日］ 
９時５４分頃 ・軸封油循環ポンプＡ油のにじみ確認 

・軸封油循環ポンプＡ停止 
９時５５分頃 ・軸封油循環ポンプＢ起動 

 ９時５６分頃 ・アスファルト固化装置制御盤に「コントロールセンタ異 
             常」が発信し、当該ポンプが自動停止 

・コントロールセンタで温度継電器の動作を示す表示灯が 
            点灯していることを確認 

１０時４０分頃  ・当該ポンプのハンドターニングによりポンプ軸 
の回転が重いことを確認 
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１１時頃    ・当該ポンプの電動機および同温度継電器の点検を実施し異
常の無いことを確認 

１４時２９分頃 ・当該ポンプ電動機の単体試運転を行い、異常の無いことを      
確認 

１５時３０分頃 ・当該ポンプおよび同ポンプ入口ストレーナを点検し、ポ 
ンプ内部に粘着質の不純物を確認したため清掃を実施 

 
[８月１７日] 
９時頃     ・当該ポンプを組み立て、軸が軽く回ることを確認 

・当該ポンプから採取された粘着質の不純物を分析した結果、
不純物は軸封油と油中不純物が化合した炭化物と判明 

 
 [８月１８日  

～１９日]  ・軸封油の取り替え  
   

[８月２０日] 
１１時５３分頃  ・試運転、正常状態に復帰 

 

７．調査結果 

（１）機器の調査 

ａ．各部の点検調査 

当該ポンプが自動停止した際、ポンプ過負荷を示す温度継電器が動作してい

たことから、過負荷の要因及び温度継電器の異常について調査した。 

（ａ）ポンプ本体 

電動機とつながった状態でハンドターニングを実施した結果、軸の回転が

重いことを確認した。 

ポンプと電動機の軸継手を切り離し、個別にハンドターニングを実施した

結果、電動機側に異常はなく、ポンプ側の軸の回転が重いことを確認した。 

ポンプを分解した結果、内部構成品に損傷は認められなかったが、ケーシ

ング内部に粘着質の不純物が認められた。 

（ｂ）電動機 

外観目視点検、絶縁抵抗測定及び巻線抵抗測定の結果、異常は認められな

かった。                       （添付資料－２） 

（ｃ）温度継電器 

 温度継電器動作試験の結果、異常は認められなかった。 

（添付資料－２） 

 

（２）軸封油及びポンプ内部不純物の調査 

  ａ．軸封油分析結果 

     軸封油は、黒く変色しているが、各分析項目とも新油と同等の性状で異常 

は認められなかった。 

また、放射性物質は検出されなかった。 
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  ｂ．ポンプ内部の不純物調査結果 

ポンプ内部より採取した粘着質の不純物は、カルシウム、鉄、珪素、鉛が

含まれており、軸封油中の炭素と化合した炭化物を形成していることが判明

した。 

また、未使用アスファルトの硫黄分 5.4％に比べ、ポンプケーシング内不

純物の硫黄分は 0.6％と低い値であったことから、アスファルト混和機の軸

封部からのアスファルト漏えいではない。 

（添付資料－３） 

 

  ｃ．炭化物の発生要因 

粘着質の不純物中に含まれるカルシウム、珪素は、大気中に浮遊した保

温材等の塵が軸封油タンクベント管を通して系統内に混入し、鉄は軸封油タ

ンク構成品の酸化により、鉛は軸受材の溶出により、軸封油中に混入したも

のと推定される。 

また、アスファルト混和機の運転により加温されるとこれらの不純物が

軸封油中の炭素と化合し、炭化物となったものと推定される。 

              

 

（３）保守状況の調査 

当該ポンプは、平成９年４月に分解点検を実施しており、それ以降は、異常

の兆候や機能喪失は認められなかった。 

また、軸封油の取り替えは２定検に１回実施している。 

 

８．推定原因 

   大気中の塵等の不純物が軸封油タンクのベント管を通して系統内に混入した

ため、軸封油中の不純物濃度が上昇し、その不純物と軸封油中の炭素が化合した

炭化物がポンプケーシング内に堆積した。これにより、軸の回転抵抗が上昇し、

負荷電流が増加したことから、温度継電器が動作し、当該ポンプが自動停止した

ものと推定される。 

また、前回の軸封油取り替え後の運転サイクル中において、保温材等から発生

した塵が過去の運転サイクルより多かった可能性もある。 

 
９．対 策 

（１）当該ポンプおよび同ストレーナの清掃ならびに、軸封油の入替えを行い、健全

性を確認して復旧した。 

（２）軸封油の取り替え頻度を２定検から１定検に変更する。 

（３）軸封油循環タンクベント管に防塵用のストレーナを取り付け、軸封油循環系統

に吸い込まれる塵の量を制限する。 
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（４）今回分解していないＡポンプについて、平成１７年度に計画しているアスファ

ルト固化装置の定期点検に合わせて分解点検を実施する。また、それまでの間

は、定期的（１回／週）に電流測定を行い、健全性を確認する。 

以 上 
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添 付 資 料 

 

 

 

添付資料－１ アスファルト固化装置軸封油循環系統概略図 

 

添付資料－２ 軸封油循環ポンプＢ電動機点検結果 

 

添付資料－３ アスファルト固化装置軸封油分析結果 
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添付資料－１ 

 

 

 

 

 

 

 

低レベル放射性廃液

アスファルト
供給タンク

廃液供給
タンク

ドラム缶

軸封油循環
ポンプＡ

軸封油
タンク

冷却器

アスファルト混和機

当該箇所

軸封油循環
ポンプＢ

吐出量 ０.８m3/h
電動機出力0.7５ｋW

アスファルト固化装置軸封油循環系統概略図

軸封部 軸封部

冷却水
（純水）

ベント管

ﾎﾟﾝﾌﾟ入口ｽﾄﾚｰﾅ
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添付資料－２ 

 

 

 

軸封油循環ポンプＢ電動機点検結果 

 

 

 

１．電動機点検結果 

（１）固定子巻線絶縁抵抗測定結果 

絶縁抵抗値 判定値 結 果 

１,０００ＭΩ以上 １ＭΩ以上 良 

 

（２）固定子巻線抵抗測定 

抵抗値 ばらつき* 判定値 結 果 

Ｕ～Ｖ ２１.１３Ω 

Ｖ～Ｗ ２１.０４Ω 

Ｕ～Ｗ ２１.１３Ω 

 

０.４％ 

 

３％以内 

 

良 

 

＊ばらつき＝          ×１００ 

 

 

２．温度継電器点検結果 

２００％試験電流作動時間測定結果 

作動時間測定値 判定値 結 果 

３８.９４秒 ２１～６８秒 良 

   温度継電器ヒータの定格電流１.７Ａに対して３.３９Ａで試験実施。 

最大値－最小値

平均値
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添付資料－３ 

 

 

アスファルト固化装置軸封油等分析結果 

 

 

１．軸封油分析結果 

項   目 単   位 使 用 油 受入試験結果 

（参 考）

ＪＩＳ規格

ｷﾞﾔｰ油 

ISO VG 460

採取日時 ――― 
平成 16 年 8 月 16 日 

11 時 38 分 

平成 14 年 11 月 21 日 

ﾒｰｶｰ測定結果 
――― 

外観性状  黒色 ――― ――― 

密  度 ｇ/cm3 0.898 0.8907 ――― 

引 火 点 ℃ 319 294 200 以上 

全 酸 価 mg-KOH/g 0.94 0.90 ――― 

動 粘 度 mm2/cSt 40℃ 471.9 446.50 414以上506以下

 

 

 

２．ポンプケーシング内不純物等の分析結果 

           

（Wt%） 

 

 

 

成分 C O S P Zn Ca Fe Si Pb 

ポンプケーシング内不純物 85.5 2.0 0.6 － － 5.8 0.2 4.3 1.0 

(参考)未使用アスファルト 94.4 － 5.4 － － － － － － 


